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• 令和８年３月から，１日１，０００円で購入できる公共交通の１日乗車券「オフピー９パス」が開始されたこ
とから，認知度向上を図るとともに，便利に活用できることを訴求することが望ましい。

【モデルケース】 清原エリアから大谷エリアへ観光に行く場合

＜参考＞公共交通利便性向上等の取組（運賃負担軽減策（オフピークパス））①

＜実施イメージ＞
・ 認知度向上と新制度のスタートを機とした利用促進MMの実施

などを想定
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• モビリティハブ事業は公共交通の乗継利便性の向上に資する取組であり，「乗継文化の醸成」につなが
るものと考えられる。

• 中央地区・簗瀬地区を運行する地域内交通「いちょう号」は，一部モビリティハブ（ミライト一条，中央卸
売市場）が停留所となっていることから，一体となったMMで相乗効果を創出することが考えられる。

＜参考＞公共交通利便性向上等の取組（モビリティハブ，いちょう号）②

＜実施イメージ＞
・ サービスを享受できることが見込まれる地域・世代をターゲットとした住民MM
・ 認知度向上と今後のモビリティハブ展開への反映を見据えたMMの実施

などを想定
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